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第 I章 幼児の運動ついて
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2)  Scammon, R.E.『The Measurement of the body in childhood』The Measurement f Men,
















































































































































































































































































































































表 1の遊びの発達段階で見たように, I型の遊びから,テー マのあるⅡ型やⅢ型の遊びヘ
の発展していくのである。さらに,このテーマのある遊びを増大させると同時に見られる
ようになるのがルールである。
西頭 (1974)は,ルー ルは遊びに参加するメンバーを拘束することとなるが,ルー ルが
あることによって活動の秩序性は保たれ,遊びが持続していくためには不可欠なものであ
























































































































































































































































































































































































るには,遊びの中からリー ダーが輩出される必要がある。 リー ダーの輩出は,特定の遊び


























































































































































3.周囲の子どもとの関係はどうか      (状況′性。全体性)
4。 これらを踏まえ,さらに必要な経験は何か (保育者からの願いの自覚化)






















































































14) Parten.M.B. 『SOcial  participation  among  preschool  children』 Journal of















































AM 850  遊具を園庭に用意し,自由に選べる環境を作る
AM 9ЮO  園庭に出て外遊びを始める
子どもたちは園庭ですきな遊具を選んで遊ぶ
保育者は遊びの全体を把握しながら,援助を行つていく
劇ン1 10Юo  5歳児全員でサークルになり,遊びの振り返りを行う






























2 イ底い 子 どもはあ る程度活動 して いるが,たびたび中断 して しま う。
・少しは集中しているが,活動中に他の方を見たり,ボー つとしたりしている。
































































































































































































1 じゃんけん遊び 10人 45分間
2 大なわとび 10人 45分間
3 のぼりぼう 6人 15分間
4 遊具あそび 6人 15分間
5 マラソン 6人 15分間
6 三輪車 4人 50分間








































































子どもの様子 4 4 5 4
自己決定 4 4 5 4












































































































協力関係 2 1 2 3
遊びの発展性 2 2 2 3













































2-1 実践前半の記録 - 11月2日(火)～17日(月)
まずは,11月12日(火)～11月17日(月)の前半の5日間の遊びの記録を表8に示
していく。5日間の中で,連続的に遊ばれて,発展していった遊びは,「ハンターごっこ」
のみである (ハンター ごっこは太字で示した)。 次より,ハンター ごっこを中心として,遊
びがどのように発展していったかどうかを述べていく。
表8 全体の遊びの記録 11月12日(火)～17日(月)










1 おにごっこ 20人 45分間
2 つなひき 10人 25分間
3 だるまさんが転んだ 10人 30分間










1 ハンターごっこ 20人 60分間
2 スドー ルー蹴 り 13人 45分間
3 つなひき 10人 45分間








1 ハンターごっこ 35ノに 40分間









1 ハンターごっこ 35ノヽ 40分間








1 ハンターごっこ 25ノに 50分間
2 ボール遊び 8人 45分間
3 つなひき 5人 15分間































































































































子どもの様子 4 4 欠損 5




遊びの発展性 4 5 欠損 5
合計 (点) 14 /20 1 〔〕 /20 欠損 20/20
身体
活動量
歩数 (歩) 欠損 欠損 欠損 欠損




男児 E 男児 F 女児 G 女児 H
???
9:00
¨ ― ― ― ¨ ― ― ― ―
l
登園   :
:
























































9:30 1  欠席
9:45
熱中度
子どもの様子 4 5 5 欠損
自己決定 3 5 5 欠損
協力関係 4 5 5 欠損
遊びの発展性 4 5 5 欠損
合計(点) 15 /20 20/20 20/20 欠損
身体
活動量
歩数 (歩) 欠損 欠損 欠損 欠損





























1 ハンターごっこ 25人 40分間
2 ボール遊び 6人 35分間
3 砂場遊び 5メ 、 40分間















1 ハンターごっこ 15人 60分間
2 ボール遊び 13人 45分間
3 ボール遊び 5人 45分間
4 遊具遊び 7ノ｀ 30分間
5 砂場遊び 8人 30分間








1 ハンターごつこ 15人 15分間
2 ごつこ遊び 15人 60分間
3 サッカー遊び 8人 10分間
4 ボール遊び 6人 40分問
5 水族館遊び 6人 50分間







1 ハンターごつこ 20人 50分間
2 ごつこ遊び 15人 60分間
3 ぼうけんごつこ 8人 10分間
4 ボール遊び 6人 40分間







































































































子どもの様子 5 5 欠損 4
自己決定 5 5 欠損 5
協力関係
?
? 5 欠損 5
遊びの発展性 5 5 欠損 4













































































子どもの様子 4 4 4 4
自己決定 4 4 5 4
協力関係 4 4 3 4
遊びの発展性 4 4 4 4































































































































1.子どもの自己決定的な遊び      2.遊びの自立を目指す保育者の援助
















































































































































































































































































































































役割をもつた協力関係のある遊び 一一一一― リー ダーを中心に作戦会議により役割ができる
.          ↑
















































分である。原田 (1997)は, リー ダーの輩出に関して,「保育者が園児の素晴らしい言動
を,みんなの前で,タイミングよく言葉で共感するなどでリー ダーの輩出の支援をすると



























































































































































































































































































































Parten.M.B.『SOcial  participation  among  preschool  children』Journal of Abnormal
and SOcial phycology, 1932
ホイジンガ『ホモ。ル デーンス』中公文庫,2002
Scammon, R.E. 『The Measurement of the body in childhood』The Measurement of Men,




















また,本研究のアンケー ト調査にご協力いただきました,H tt K市内2園の園長先生な
らびに保育士の皆様には,お忙しい中にも関わらず,丁寧なご回答をいただきました。ま
た。本研究の共同実践者となり,ご協力をいただきましたM保育園の年長児クラスの担任
保育士のT先生とO先生にも心から感謝申し上げます。音楽会前という忙しい時期の中で,
子どもの降園後,遊びの振り返りを行い,援助方法や環境構成について一緒に考えてくだ
さりました。最も子どもに近い存在であり,子どものことを最も理解しておられるお二人
の見方・考え方からは多くのことを学ばせていただきました。
さらに,H tt M市内の幼稚園のH先生には,急な申し出にも関わらず,自園の保育を
公開していただき,子どもへの援助方法などを具体的かつ丁寧にご指導いただきました。
幼児の遊びと運動について具体的なイメージができなかつた私に,こんな保育がしてみた
い, と思わせていただき,私にとっての理想の保育として,本研究の大きな柱となりまし
た。実践中も,遊びの援助方法に悩んでいる時に,親身に相談に乗つていただきました。
H先生には心から感謝申し上げます。
本研究を行うにあたり,ここに書ききれなかった方々にも多くのご協力をいただきまし
た。皆様のご協力とご支援への感謝の気持ちを忘れることなく,今後も,ますます精進し
てまいります。
ありがとうございました。
平成 27年2月9日
藤池 陽太郎
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